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    身近身近身近身近なななな地域地域地域地域でででで、、、、江戸時代江戸時代江戸時代江戸時代につくられたにつくられたにつくられたにつくられた石造物石造物石造物石造物をををを探探探探してみようしてみようしてみようしてみよう！！！！ 
 身近な地域を注意ぶかく調べると、道ばたや神社、村はずれなどに、江戸時代に石でつ

くられたお地蔵さんや石の記念碑などが見つかります。これを石造物といいます。その数

は米子市だけで、１０００基ぐらいあると言われています。これらの石造物がどうして建

てられたのか、どんな言い伝えがあるのか調べてみましょう。 

 

◎◎◎◎芋塚芋塚芋塚芋塚さんさんさんさん（（（（芋代官碑芋代官碑芋代官碑芋代官碑いもだいかんひいもだいかんひいもだいかんひいもだいかんひ）））） 

 たとえば、弓ヶ浜半島には、芋塚さん（芋代官碑）とよば

れる記念碑がいくつかつくられています。芋代官とは島根県

大森銀山のお役人だった、井戸平左衛門(いどへいざえもん)のこ

とです。井戸平左衛門は、ききんに強いサツマイモをはじめ

て山陰地方へ取りよせたと伝えられる人物でした。ききんが

広まったのをきっかけに、井戸平左衛門を思

いだし、こうした記念碑が建てられたのです。 

①①①①和田和田和田和田、、、、観音堂観音堂観音堂観音堂のののの芋代官碑芋代官碑芋代官碑芋代官碑 

 これは、１８３２年につくられた、鳥取県

でもっとも古い芋代官碑で、米子市の文化財

に指定されています。                      井戸平左衛門    和田の芋塚さん 

                                        

                   探検隊探検隊探検隊探検隊のののの参考資料参考資料参考資料参考資料    

｢新米子の文化財｣米子市教育委員会／編･発行 2006  Y70／Y5-2 

｢新修米子市史 第 5巻(民俗編)｣米子市史編さん協議会／編 米子市 2000 Y224／Y19 

｢石仏調査ハンドブック｣庚申懇話会／共著 雄山閣出版 1993 718／ｺｳ 

｢日本石仏事典｣庚申懇話会／編雄山閣出版 1995  R718／ﾆﾎ 
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◎◎◎◎力士塚力士塚力士塚力士塚（（（（江戸時代江戸時代江戸時代江戸時代のおのおのおのお相撲相撲相撲相撲さんのさんのさんのさんの記念碑記念碑記念碑記念碑）））） 

 江戸時代は、どの地方でも相撲がさかんに行われました。中でも強いお相撲(すもう)さん

は記念碑や特別なお墓がつくられました。これを力士塚(りきしづか)とよびます。とても強

かったからでしょうか、お話が伝わっているお相撲さんもいました。 

 

②②②②「「「「松尾山文四郎松尾山文四郎松尾山文四郎松尾山文四郎」」」」のののの力士塚力士塚力士塚力士塚 

 この力士塚は、１８１８年に

つくられたもので、上福原の観

音堂の前にあります。この観音

堂には西国三十三ヶ所のお寺か

らもらってきた三十三体の観音 

さまがまつられています。この

観音さまをもらってきたのが、松尾山文四郎です。Ｈ家では、

この時の話が語り伝えられています。 

松尾山文四郎・力士塚 

 

③③③③「「「「平石七太夫平石七太夫平石七太夫平石七太夫」」」」(ひらいししちだゆうひらいししちだゆうひらいししちだゆうひらいししちだゆう)とととと「「「「山颪源吾山颪源吾山颪源吾山颪源吾」」」」(やまおろしげやまおろしげやまおろしげやまおろしげ 

んごんごんごんご)のののの力士塚力士塚力士塚力士塚    

 和田には、２つの力士塚があります。大関だった平石七太夫

の力士塚は、１８０９年のお墓です。そのいとこで関脇の山颪

源吾の力士塚は１８１３年のお墓です。２人とも米子市和田の

出身で、次のような言い伝えがのこっています。 

人気力士の雷電為衛門 

(勝川春亭画･ｺﾓﾝｽﾞより) 

相撲とりの松尾山文四郎が、観音さまをもらうため峠を通

りました。すると関所のお役人が「そこを通る者は何者か」

とたずねます。これに対して、松尾山文四郎はうちわのよう

な両手をあげて、馬からおりずに「会見郡、松尾山文四郎を

知らないか」と答えました。すると役人は「お通りなされい」

といって手形（通行許可証）なしで通しました。（以下略）

  山颪源吾は、当時最強といわれる雷電為右衛門と対戦

することになり、いとこの平石七太夫に相談し、何度も

仕切り直しを続ける作戦にでました。仕切り直しの４８

回目に、雷電の右足がけいれんするのをみて、山颪は立 

ち、雷電に勝ったそうです。 
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◎◎◎◎廻国塔廻国塔廻国塔廻国塔（（（（日本各地日本各地日本各地日本各地のののの寺社寺社寺社寺社をたずねをたずねをたずねをたずね歩歩歩歩いたいたいたいた旅人旅人旅人旅人のののの記念碑記念碑記念碑記念碑）））） 

 江戸時代には、お経を６６部書き写し、それを日本各地の有名なお寺や神社におさめて

まわる信仰がありました。この旅のことを廻国（または回国）といい、旅人を六部(ろくぶ)

とか回国行者(かいこくぎょうじゃ)とよびます。この廻国を記念してつくられたものが廻国塔

(かいこくとう)です。 

 

④④④④赤井手赤井手赤井手赤井手(あかいであかいであかいであかいで)のののの廻国塔廻国塔廻国塔廻国塔(かいこくとうかいこくとうかいこくとうかいこくとう) 

 赤井手の村はずれに廻国塔があります。石の文字を

よむと、「尾高村赤松屋喜兵衛」(おだかむら・あかまつ

や きへい)という人が、１８０５年から１８１０年まで

の６年間をかけて、廻国を行ったことがわかります。 

 

⑤⑤⑤⑤尾高尾高尾高尾高(石田石田石田石田)のののの廻国塔廻国塔廻国塔廻国塔、、、、⑥⑥⑥⑥中間中間中間中間(なかまなかまなかまなかま)のののの廻国塔廻国塔廻国塔廻国塔 

 ⑤は１７３７年、尾高（石田）の集落内にあります。

奥州(おうしゅう)岩崎郡塩田村（福島県いわき市）の「大

石理左衛門」(おおいしりざえもん)という人が、廻国の途

中、この土地に立ちよったさい、さびしく死んでしま

ったのだそうです。そこで、尾高の村人が大切にとむ

らい、廻国塔をたてました。右写真の⑥は１８０４年、

淀江町中間につくられたものです。豊後国(ぶんごのく

に)佐伯床木村（大分県佐伯市おおいたけんさえきし）の行

者である全指(ぜんし)という人物が、廻国の途中でなく         

なったため、村人が廻国塔をたてました 

                             中間の廻国塔 

      

 廻国は④の旅のように６年間もかかる大仕事でした。また

⑤・⑥のように遠くから米子市にやって来た六部もいます。

江戸時代の人々は、こうした旅人をあたたかくむかえ、宿を

かしたり、食事をふるまってあげることもありました。この

ような人びとに支えられ、貧しい人びとや女性でも廻国など

信仰の旅に出かけることができたようです。現在米子市内に

は、２０基以上の廻国塔がみつかっており、廻国がさかんだ

ったことを示しています。
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◎◎◎◎いろいろないろいろないろいろないろいろな野野野野のののの仏仏仏仏さまさまさまさま（（（（石仏石仏石仏石仏）））） 

 道ばたに、石でつくられた仏さまがみつかること

もあります。この石仏にもいろいろな種類があり、

つくった人びとのいろいろな思いがこめられている

のです。 

 

⑦⑦⑦⑦淀江町淀江町淀江町淀江町のののの境目地蔵境目地蔵境目地蔵境目地蔵とととと馬頭観音馬頭観音馬頭観音馬頭観音  

 右の写真の２体の仏像は、淀江町の旧道にたって

います。このうち、大きい方の「境目地蔵」(さかい

めじぞう)という仏像は、１８３６年につくられまし

た。そのころ、ここは郡の境界でした。境界をはさ

む汗入郡(あせりぐん)の淀江村と会見郡(あいみぐん)の

小波村が、共同でつくり、「境目地蔵」とよばれて

いるのです。また小さい方の「馬頭観音」(ばとうか

んのん)という仏像は、頭に馬の頭をいただいた観音

さまです。１８４８年に、淀江村の馬方（うまかた・

馬に荷物をのせて運ぶ仕事をする人びと）がたてた

ものです。交通安全の願いをこめたものでしょうか。     境目地蔵と馬頭観音 

 

⑧⑧⑧⑧吉岡吉岡吉岡吉岡のののの一石三十三観音一石三十三観音一石三十三観音一石三十三観音    

 これは吉岡村全体で、１８４９年につくったものです。１つの石に西国三十三番の観音

さまが浮き彫りでえがかれています。西国三十三番の観音さまというのは、近畿地方を中

心とした、三十三ヶ所のお寺にある有名な観音さまのことです。ここにくれば、旅行に行

かなくても、三十三ヶ所の観音さまをおがむことができます。 

 

⑨⑨⑨⑨八幡八幡八幡八幡のののの六地蔵六地蔵六地蔵六地蔵 

 墓地の入り口などでよく見かけま

すが、六体のお地蔵さんをならべて、

おまつりしたものが、六地蔵です。

写真の八幡の六地蔵さんは１つの石

に、三体のお地蔵さんが彫(ほ)られ、

その石が２つあって、合計で六体と

なっています。１８０８年につくら

れたものです。 

八幡の六地蔵 
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    いろいろないろいろないろいろないろいろな石造物石造物石造物石造物（（（（そのそのそのその１１１１）））） 

    

◎◎◎◎句句句句    碑碑碑碑((((くひくひくひくひ))))・・・句碑は、俳句のかかれた記念碑です。 

⑩⑩⑩⑩感応寺感応寺感応寺感応寺のののの芭蕉句碑芭蕉句碑芭蕉句碑芭蕉句碑（祇園町ぎおんちょうの感応寺かんのうじ境内にあり

ます）有名な松尾芭蕉(まつおばしょう)がなくなって１００年後、１９７

３年に芭蕉をなつかしんでつくられたものです。正面には「ものいへ

ば 唇寒し 秋の風」という俳句がかかれており、このあたりでも俳

句がさかんだったことがわかります。 

 

◎◎◎◎道道道道    標標標標((((みちしるべみちしるべみちしるべみちしるべ))))・・・道標は、江戸時代の道路標識です。 

⑪⑪⑪⑪尾高尾高尾高尾高のののの道標道標道標道標    

 右の写真は１８５８年に建てられた道標です。右へいけば大山へ、

左に行けば因幡（鳥取方面）へと、行き先を示しています。 

                                  尾高の道標 

◎◎◎◎元祖元祖元祖元祖((((がんそがんそがんそがんそ))))のののの塔塔塔塔（（（（村村村村をををを開開開開いたいたいたいた人人人人のおのおのおのお墓墓墓墓）））） 

 江戸時代に、弓ヶ浜半島が開発され、大勢の人びとが移り住み、新しい村をつくりまし

た。このとき、新しい村を開いた人物を元祖といいます。この人たちのお墓は、村を開い

たという記念の塔でもあるので、元祖塔といっています。 

⑫⑫⑫⑫三柳三柳三柳三柳(みつやなぎみつやなぎみつやなぎみつやなぎ)のののの元祖塔元祖塔元祖塔元祖塔 

 これは１７１２年のもので、三柳村をひらいた高木作左衛門夫婦のお墓であるとかかれ

ています。高木家の記録によると、出雲（島根県）からこの地に移り住んだのだそうです。 

 

◎◎◎◎サイノカミサイノカミサイノカミサイノカミ 

 サイノカミさんは神社や村ざかいにあって、村に入ろ

うとするわざわいを防いでくれる神さまです。米子市の

日野川から東がわでは、男女の２人の神さまがえがかれ

たものが多く、全国的に有名です。縁結びの神さまとし

て信仰され、サイノカミさんのお祭りには、わらでつく

られた馬がおそなえされます。 

⑬⑬⑬⑬亀甲亀甲亀甲亀甲(かめのこかめのこかめのこかめのこうううう)神社神社神社神社ののののサイノカミサイノカミサイノカミサイノカミ    

 淀江町の亀甲神社には、９体のサイノカミさ

んがあり、古くは１８１６年につくられたもの

もありますが、中にはつい最近のものもありま

す。米子市の文化財に指定されています。              亀甲神社のサイノカミ 
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       いろいろないろいろないろいろないろいろな石造物石造物石造物石造物（（（（そのそのそのその２２２２））））    

 

◎◎◎◎百万遍百万遍百万遍百万遍のののの供養塔供養塔供養塔供養塔 

 百万遍(ひゃくまんべん)という行事があります。数珠繰

り(ずじゅぐり)ともいい、大きな数珠をみんなで輪にな

って、念仏を唱えながらまわすものです。これを記念

してできたものが百万遍供養塔です。 

 

⑭⑭⑭⑭葭津葭津葭津葭津(よしづよしづよしづよしづ)、、、、任宗寺任宗寺任宗寺任宗寺のののの一千万遍供養塔一千万遍供養塔一千万遍供養塔一千万遍供養塔    

 百万遍の行事を１０年続けたら、一千万

遍になります。１０年続けたという記念に

つくられたのが、この一千万遍供養塔で、

１７９３年から１０年ごとに６基の石塔が

つくられます。この行事が６０年以上続い

た証拠です。 

 

◎◎◎◎三界万霊塔三界万霊塔三界万霊塔三界万霊塔((((さんかいさんかいさんかいさんかいばんれいとうばんれいとうばんれいとうばんれいとう))))とととと題目塔題目塔題目塔題目塔((((だいもくとうだいもくとうだいもくとうだいもくとう)))) 

⑮⑮⑮⑮大谷大谷大谷大谷のののの題目塔題目塔題目塔題目塔    

 これは１７１９年にたてられました。「南無妙法

蓮華経」(なむみょうほうれんげきょう)という題目がかか

れています。 

⑯⑯⑯⑯日下日下日下日下(くさかくさかくさかくさか)のののの三界万霊塔三界万霊塔三界万霊塔三界万霊塔    

 これは１７１１年に建てられたものです。三界万

霊塔は、この世に存在するすべての霊をなぐさめる

目的で建てられました。墓地などで多く見かけます。 

 

◎◎◎◎そのそのそのその他他他他のののの石造物石造物石造物石造物 

 これらのほか、神社やお寺

にある「鳥居」(とりい)や「狛犬」(こまいぬ)、「手水鉢」(ちょうずばち)、

「石段」、「灯籠」なども石造物です。 

⑰⑰⑰⑰青木神社青木神社青木神社青木神社のののの狛犬狛犬狛犬狛犬    

 これは青木神社の狛犬で、１８１５年につくられました。狛犬と

は、犬に似た想像上のもので、ふつう右左に１つずつあり、片方は

口を開き、片方は口をとじています。 
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⑱⑱⑱⑱彦名彦名彦名彦名、、、、粟嶋神社粟嶋神社粟嶋神社粟嶋神社のののの大灯籠大灯籠大灯籠大灯籠    

 １８４９年につくられたもので、 

闇夜を照らすという意味の「常夜灯」 

(じょうやとう)とかかれています。３ 

メートル以上もある大きな灯籠なの 

で、大勢の人物がこの建設に力をつ 

くしたようです。  灯籠の台には 

「願主」(がんしゅ)とあり大勢の名前 

が書かれています。 

 灯籠は、江戸時代にもっとも多く 

つくられた石造物で、米子市のあち 

こちで見かけることができます。 

                           粟島神社 大灯籠 

 

 石造物石造物石造物石造物がつくられたのはいつだろうがつくられたのはいつだろうがつくられたのはいつだろうがつくられたのはいつだろう    

 石造物が多くつくられたのは、江戸時代のいつごろでしょうか。下のグラフは、４３６

の石造物を１０年ごとに分けて、つくられた時期をあらわしたものです。これをみると、

１８２１年から１８３０年の間がとびぬけて多いことが分かります。実はこれは米子市周

辺の特色です。比べてみると、鳥取市周辺は別の特色があります。同じ鳥取県でも、地域

によってちがいがあるのです。 
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    石造物石造物石造物石造物をさがしにをさがしにをさがしにをさがしに出出出出かけようかけようかけようかけよう 

    

              

家家家家やややや学校学校学校学校のののの近近近近くにくにくにくに石造物石造物石造物石造物をさがをさがをさがをさがしにしにしにしに行行行行きましょうきましょうきましょうきましょう。。。。石石石石造物造物造物造物をををを見見見見 

つつつつけたらけたらけたらけたら、、、、よくよくよくよく観察観察観察観察してしてしてして、、、、写真写真写真写真をとったりをとったりをとったりをとったり、、、、スケッチスケッチスケッチスケッチをしてみまをしてみまをしてみまをしてみま 

しょうしょうしょうしょう。。。。またまたまたまた書書書書いてあるいてあるいてあるいてある文字文字文字文字をおとなのをおとなのをおとなのをおとなの人人人人によんでもらいによんでもらいによんでもらいによんでもらい、、、、メモメモメモメモ 

をしてみましょうをしてみましょうをしてみましょうをしてみましょう。。。。帰帰帰帰ってからってからってからってから、、、、石造物石造物石造物石造物にににに書書書書いてあることがらをいてあることがらをいてあることがらをいてあることがらを 

調調調調べてみましょうべてみましょうべてみましょうべてみましょう。。。。    

 

◎調査のヒント 
    実は石造物には、「１８２０年」などという西暦 

(せいれき)は使われていません。「平成」とか「昭和」 

というような元号(げんごう)が使われています。石造物 

にかかれている元号をみて、つくられた時期を調べま 

しょう。右は⑥の廻国塔にかかれていた元号です。 

「文化元年」(ぶんかがんねん)とかかれています。 

「元年」とははじめの年という意味で、「文化」とい 

う元号の１年目ということです。事典で調べてみると、 

「文化」は１８０４年からはじまっているので、⑥の 

廻国塔は１８０４年につくられたことが分かります。 

 米子市に多く見られる、江戸時代の石造物の年代には、 

 享和(きょうわ)1801 年～・ 文化(ぶんか)1804 年～ 

  文政(ぶんせい)1818 年～・  天保(てんぽう)1830 年～ 

  弘化(こうか)1844 年～・  嘉永(かえい)1848 年～ 

 安政(あんせい)1854 年～・ 万延(まんえん)1860 年～ 

 文久(ぶんきゅう)1861 年～・元治(げんじ)1864 年～ 

慶応(けいおう)1865 年～ などがあります。 

いつごろ／だれが／何のために 石造物を建てたのか? 

むずかしい探検にみんなも挑戦(ちょうせん)してみよう!! 


